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福山市鞆町伝統的建造物群保存地区保存計画 

 

福山市伝統的建造物群保存地区保存条例（平成 12 年条例第 58 号。以下「保存条例」と

いう。）第３条に基づき、福山市鞆（とも）町伝統的建造物群保存地区（以下「保存地区」

という。）の保存に関する計画（以下「保存計画」という。）を定める。 

 

１ 保存計画の基本事項 

（１）保存計画の目的 

  この保存計画は、先人から受け継がれてきた鞆の歴史的町並みを福山市民共有の財産

として守り、魅力ある地域づくりに活かして文化あふれる良好な生活環境を形成すると

ともに、貴重な歴史的遺産として未来に伝えていくことにより、保存地区並びに福山市

の文化環境の発展に資することを目的とする。 

 

（２）保存地区の名称・面積・区域 

   保存地区の名称：福山市鞆町伝統的建造物群保存地区   

保存地区の面積：約 8.6 ヘクタール 

保存地区の区域：福山市鞆町鞆字西町の全域及び鞆字石井町、字関町、字江之浦、字

道越町、字古城跡、後地字古城跡並びに字草谷の一部の区域（付図

１参照） 

 

２ 保存地区の保存に関する基本計画 

（１）保存地区の沿革  

【鞆の概要】 

福山市は、広島県の東南端に位置する。うち、鞆町は、明治 22 年（1889 年）の町村

制施行で近世福山藩の鞆町と後地村によって成立した沼隈郡鞆町を引き継ぎ、昭和 17 年

（1942 年）には田尻村、走島村と合併して町域を拡大し、昭和 31 年（1956 年）に福山

市に編入されて今日に至る。福山市中心部から約 15km の距離にある港町で、瀬戸内海に

突き出た沼隈半島の東南端に位置する。西部には南北に急峻な山が連なり、東部は海岸

線を成し、その間の狭小な平地に形成された市街地は、北に向かって窄み、南は鞆港に

面している。 

鞆港は湾を成し、南東に向かって開く湾口は、陸続きである東部の大可（おおが）島

と、西部の明神岬によって形成される。付近の海域には、仙酔（せんすい）島や弁天（べ

んてん）島、玉津（たまつ）島等の大小の島々が散在し、これらが海蝕崖を成す海岸線

や港の風景等と共に生み出す景勝は、名勝「鞆公園」や瀬戸内海国立公園として保護さ

れている。このうち、鞆港を中心とする一帯は、時として町場も含めて鞆、鞆の浦や鞆

の津と呼ばれている。 

【鞆の歴史】 

鞆は、瀬戸内海のほぼ中央に位置する。西の関門海峡と豊予海峡、東の紀淡海峡と鳴

門海峡からそれぞれ入り込む潮が、満潮時には鞆沖でぶつかって流れを止め、干潮時に
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は東西に引く。また、周辺の島々が波除けの役割を果たすため、鞆港は古くから潮待ち

の港として重要な地位を占め、内海交通の要衝として栄えてきた。国内では最も古い歴

史を持つ港町の一つと言われ、神功皇后が渡守（わたす）神社（現在は沼名前（ぬなく

ま）神社）に寄って大綿津見命（おおわたつみのみこと）に海路安全を祈願した言い伝

え等も残る。 

鞆の地名の文献上の初見は、『万葉集』である。天平２年（730 年）12 月、大伴旅人

（おおとものたびと）が大宰府から都に帰る途中に当地に立ち寄り、亡き妻を想って詠

んだ歌に「鞆浦」が表れる。 

平安時代後期の源俊頼の自家集「散木奇歌集(さんぼくきかしゅう)」には、承徳元年

(1097 年)、俊頼が九州からの帰路に鞆で詠んだ歌の詞書（ことばがき）として「まだ日

が高いので、ほかに良い泊があれば通過しようと言ったのだが、外の船がみんな鞆の港

に入るので留まることにした」旨を記しており、この頃には、鞆が潮待ちの港としての

機能を備えていたことが推察される。 

中世の鞆は、南北朝時代や戦国時代を中心に、瀬戸内の重要な軍事拠点となり、鞆合

戦などの戦火に見舞われたこともあった。室町幕府最後の将軍である足利義昭は、天正

元年(1573 年)、織田信長によって京都を追われ、鞆に居住し幕府の再興を画策したが、

叶わなかった。この間は、規模は小さいながら幕府が鞆におかれ、鞆幕府とも呼ばれて

いる。 

 江戸時代に入り、慶長５年(1600 年)、芸備両国の領主となった福島正則は、備南の守

りを固めるため、鞆城を再築して枝城とした。しかし、元和元年(1615 年)の「一国一城

令」を前に鞆城は廃城、福島氏も元和５年(1619 年)には改易となり、その後には水野勝

成が入封し福山城を築城した。その子の勝俊は、寛永 16 年(1639 年)、２代藩主となっ

て鞆を去るまで、鞆城跡の御屋敷に居住したといわれる。このため、福島氏入国後から

の一時期、鞆は城下町的色彩を呈した。勝俊が去ると、鞆は再び港町的性格を強め、慶

安３年(1650 年)の祇園宮鐘銘に「古来商旅貿易之地也」と記されるように他国商事の商

港として繁栄していった。 

寛文 12 年(1672 年)、河村瑞軒によって西廻り航路が整備されると、北前船の主要寄

港地となり、鞆は海の玄関口として活気を呈し、商業は著しい発展を見せた。江戸期の

絵図や絵画からは、鞆港に大型の船が出入し、船問屋や廻船問屋等の商家とその浜蔵が

港に面して並び、雁木（がんぎ）や波止、焚場（たでば）、常夜燈、船番所などの港湾施

設が整備されたことがわかる。鞆はまた、海駅としても重要な位置を保ち、朝鮮通信使、

琉球使節、オランダ商館長、参勤交代の西国大名等が度々寄港した。シーボルト、頼山

陽や坂本龍馬なども足跡を残している。 

江戸時代後期になると、備後地方の港湾拠点は尾道に移るものの、鞆は福山藩最大の

港としての地位を保ち、明治 22 年（1889 年）の町村制施行においては沼隈郡鞆町とな

って郡役所が置かれた。明治 24 年（1891 年）の山陽鉄道の開通や、大正３年（1914 年）

の鞆軽便鉄道の全線開通、大正７年（1918 年）に開始された福山・鞆間のバス営業など

陸路の発達により、船運に頼った産業は衰退を余儀なくされたが、伝統的な鍛冶業を基

盤とする鉄鋼業の再興や、鞆名産の「保命酒」や生酢等の醸造業、魚網・漁具の製造業、
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漁業や水産加工業等により、昭和初期頃まで町勢を保った。また、昭和７年（1932 年）

には、鞆の浦や阿伏兎等が瀬戸内海国立公園に指定され、景勝地として全国に知れ渡る

ようになった。 

戦後は、昭和 31 年（1956 年）に福山市と合併して福山市鞆町となり、市の外港や観

光地としての役割を担ってきた。鍛冶業は、昭和 35 年（1960 年）に市街地北部の埋め

立て地に形成された鉄鋼団地に引き継がれ、また、保命酒は、江戸時代からの伝統を守

りながら、現在も４軒が醸造販売を続けている。しかし、地理的な不便さもあって、総

じて大きな開発圧力を受けることなく今日に至り、瀬戸内の要港として発展してきた歴

史的な町並みを今日に良好に残している。 

【保存地区の範囲と位置づけ】 

鞆には、中世から町が形成されていたと考えられるが、近世以前の港の位置や町の範

囲等については、遺構の検出も断片的であり、明らかではない。現在の町割りは、概ね

｢元禄絵図｣とも称される｢鞆町絵図｣（沼名前神社所蔵）や元禄 13 年（1700 年）の｢備後

国沼隈郡鞆町屋敷御検地水帳｣に示されるものを引き継いでいる。 

近世の鞆町は七町に区分され、古城跡を海岸線に沿って取り巻くように、南西から北

東に向かって江浦町、西町、道越町、関町、石井町、鍛冶町、原町が配置された。字古城

跡南部の西町、道越町、関町は商業に特化された区域、その東西の江浦町、石井町は商

家と漁師、職人等が混在する区域、北東部の鍛冶町や原町は職人や漁師の集住する区域

であった。また、七町の西側山麓部や大可島には社寺が置かれた。 

鞆町は、全体として、こうした都市の構造と景観を良く引き継いでおり、保存地区は、

このうち特に、中世から舟運による商業地として栄え、鞆の中核を成した西町、関町、

道越町を中心とする 8.6 ヘクタールについて、区画し、その歴史的風致の回復、維持、

向上を図ろうとするものである。 

 

（２）保存地区の特徴 

【街路の基本構成】  

鞆は、古代より継続的に発展してきた港町であり、戦国時代に鞆城が築かれた小丘陵

である古城跡から、中世まで島であった大可島へ続く岬状の地形に沿って町は発展し、

古城跡を取り巻くように街路が形成されている。市街地は埋め立てによって拡大してき

たので、丘陵部に近いところに中世の街区が残り、海岸に近づくほど近世・近代の大型

の街区になる。 

【西町】 

保存地区の中央にある西町は、古城跡の南側に室町時代に形成された街区であり、戦

国時代に鞆城に一部取り込まれた後、江戸時代には埋め立てによって南に拡張された。

建造物の多くは江戸時代のものであり、鞆港の岸壁に沿って雁木や常夜灯、浜蔵などの

江戸時代の港湾景観を形成していた建造物が残る。海からは、港湾施設、西町の町並み、

古城跡が重なる風景を眺めることができる。 

【関町、道越町】 

西町から東へ延びた主要道は北へ折れて大可島へつながる鞍部を越えて、東側の海岸
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に出る。この一帯に形成された関町は、その名が示すように鞆が海の関として機能した

古い時代から続く街区で、向かいにある島に立つ弁天堂をみる路地などに鎌倉時代から

の景観がうかがえるが、現在の建物は明治時代を中心に、その前後のものが混じる。一

部は、鞆随一の商人であった大坂屋上杉家の屋敷で、現在も数棟の江戸時代の建物が残

り、街区の北端には近代の再開発の町並みも残る。西町から東へ延びた主要道は、南へ

折れると港へ出るが、その道に接して近世初頭に福島正則が造成したと伝わる道越町が

ある。その北側部分が保存地区に含まれ、現在は江戸・明治・大正昭和戦前の３時期の

建造物が混じりあうが、大可島を望む街路は、幅員や形状に近世初頭の面影を残し、大

可島の先端から延びる大防波堤と共に港の景観を形成する。 

【江之浦】 

西町から西へ延びた主要道は、山麓におかれた寺町に沿って南下した道とぶつかり南

に折れる。この一帯は江之浦と呼ばれ、その東側の西町とつながる範囲が保存地区に含

まれる。南半には室町時代の海岸線が道になった湾曲する路地があり、それよりも南は

江戸時代の埋め立て地であるが、狭い路地の両側に江戸時代と明治時代の建物が並び、

古い港町の景観を残す。北半は古城跡と西側山麓に挟まれた三角形の街区をなし、現在

は大正昭和戦前期の建造物が多いが、中世に形成された街区であり、医王寺や北へと延

びる寺町と接し、鞆の別の表情をみせる。 

 

 

保 存 地 区 の 字 図 

鞆字石井町 

鞆字関町 

鞆字古城跡 

鞆字道越町 

鞆字西町 

後地字古城跡 

鞆字江之浦 

後地字草谷 
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（３）保存地区の現況 

鞆は、昭和 48 年（1973 年）に、いち早く伝統的建造物集中地域として文化庁からリ

ストアップされた。 

昭和 50 年（1975 年）には、鞆は文化庁によって全国 10 市町の調査補助対象地域に選

定された。それに伴い、同年、福山市教育委員会は「伝統的建造物群保存対策協議会」

を設置し、文化庁・広島県教育委員会の補助を得て最初の町並み調査を行った。その結

果を、昭和 51 年（1976 年）に福山市鞆町町並調査報告書『鞆の町並』として発刊した

が、調査対象は、西町の中心地区約 5,000 ㎡（南北約 100ｍ、東西約 50ｍ）という限定

された地域であった。 

この調査報告を受けて、昭和 53 年（1978 年）には、伝統的街区の保存活用を具体化

するための諸調査と具体的な計画案の作成を目的に再調査を行い、調査結果は昭和 55 年

（1980 年）に福山市鞆町町並調査報告書『鞆歴史的記念地区の再開発』としてまとめた。

また、昭和 63 年（1988 年）には『鞆町歴史的地区環境整備街路事業調査報告書』がま

とまり、それに沿って、平成元年（1989 年）から環境整備街路事業を実施した。更に平

成２年（1990 年）には「鞆地区景観形成（町並み保存）調査委員会」を設置し、景観形

成の基本計画及びその実現化方策の検討を行い、平成３年（1991 年）に『鞆地区景観形

成(町並み保存)調査報告書』としてまとめた。 

このように、３次にわたる調査に基づき、町並み保存の計画案が示されたが実現に至

らず、福山市は平成８年（1996 年）、新たに『鞆地区まちづくりマスタープラン』を作

成し、鞆地区の計画的かつ総合的な「まちづくり」の指針を示した。その基本方針の一

つに「歴史的文化遺産の保全・活用」をあげている。 

「鞆地区町並み現況調査」は、平成９･10 年（1997･1998 年）の２年間をかけて建造

物と石造物について実施した結果、中には老朽化の激しい建物も多く、早急な保存修理

が必要な状況にあることが確認された。また、若者の町外への流出、高齢者人口の増加

などにより、空家の数も多く、建物の維持が困難な状況も併せもち、伝統的な建物が取

り壊されるといった例もみうけられた。 

こうした状況を鑑み歴史的町並みを保全するため、福山市は平成 10 年度（1998 年度）

に「福山市鞆地区町並み保存整備推進事業実施基本要綱」を制定し、修理、修景に対す

る補助事業に取り組んできた。平成 10 年度（1998 年度）から平成 14 年度（2002 年度）

の５年間で修理・修景事業を実施した。その後４年間の中断があったが、平成 19 年度

（2007 年度）から補助事業を再開し、平成 28 年度（2016 年度）までに 91 件の修理・

修景事業を実施した。 

そうした中、平成 12 年（2000 年）９月 27 日に保存条例を制定し、平成 20 年（2008

年）３月 31 日には、伝統的建造物群保存地区の都市計画決定を行った。 

保存地区内には史跡「朝鮮通信使遺跡鞆福禅寺境内」が所在し、史跡内の「対潮楼」

は、平成２年（1990 年）から２年間をかけて、「福禅寺本堂」は平成９年（1997 年）か

ら３年間をかけて、保存修理事業が実施された。対潮楼から眺める絶景は、多くの観光

客を魅了している。 

重要文化財「太田家住宅」の保存修理事業は、平成８年（1996 年）から始まり、約６
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年の歳月をかけて平成 13 年（2001 年）に完了した。「太田家住宅」と「太田家住宅朝宗

亭」は、港町鞆を代表する商家の遺構で、保存地区の中核として位置づく重要な建造物

群である。ここはボランティア団体「太田家住宅を守る会」の管理運営によって、平成

14 年（2002 年）から、建物の内部公開が行われている。 

また、市重要文化財「鞆の津の商家」は、鞆の商家の典型を示す貴重な建物であり、

平成 15 年度（2003 年度）から鞆・町並ひな祭の会期に併せて主屋の内部公開を行い、

平成 20 年度（2008 年度）からは土、日曜日、祝日にも、資料館活動推進協議会のボラ

ンティアにより実施されている。 

地元住民の保存団体としては、平成９年（1997 年）に 23 町内会長による「鞆町並み

保存推進委員会」が発足し、定期的に行政との協議や研修の場をもっている。また、保

存地区内の９町内会でも随時会合をもち、具体的な内容について協議を重ねている。し

かし、町並み保存についての住民意識を高める必要があり、引き続き住民啓発に努めて

いく。今後は、「鞆のまちづくり」という視点を基本に、住民と行政が一体となって町並

み保存整備事業に取り組んでいかねばならない。 

 

（４）伝統的建造物群の特性 

町並みの景観をつくる重要な要素としての町家の建築的特色は、敷地の間口が小さい

点が第一に挙げられる。二間幅が全体の３割を占めて最多であり、一間半幅のより小規

模な建物も多い。二間半幅まで含めると全体の５割超が、近世の標準的間口といわれる

三間よりも小さく、中世起源の地割りに起因する。このため平面形式も一列型になり、

間口が大きくても通り土間を広げて一列型を守るのが町家の特色である。これらは、中

世港湾都市の建築的特色が残る点である。 

町家の外観は、本瓦葺の切妻造、平入で、真壁造が基本で、角地及び庭に面する場合

のみ入母屋造となっている。最古の 17 世紀の町家でも四寸五分の瓦葺勾配であること

から、桟瓦葺が普及する 18 世紀以前から瓦葺であり、本瓦葺は古い屋根形式が継承され

た結果であろうと考えられる。桟瓦葺は大正期以降になって普及した。 

外形は、一階の外壁を二階の外壁よりも半間前に出して、尾垂れと呼ぶ下屋をつくる。

しかし、近代になると小規模な町家では一、二階の外壁を同じ位置として通し柱を使い、

腕木で庇を支える構造も出現し、その場合は荷重を軽くするために庇のみ桟瓦葺（古く

は板葺）とするが、それらも含めて下屋や庇の軒高は揃えられており、景観上の特色と

なっている。 

このように、鞆では、本来、大壁造やそれに伴う虫籠（むしこ）窓、海鼠（なまこ）壁

なども使用されていなかったが、近代以降は徐々に取り入れられ、ベンガラの使用も含

めて近代的要素として町に彩りを添えている。 

明治期以前の商家は、一階を半蔀（はじとみ）（この地域では蔀帳（ぶちょう）と呼ぶ。）

とし、昼間は開放していたが、ネコ等の侵入を防ぐために開口部の下方に低い格子を設

置する点は港町らしい点である。出入口は大正時代まで大戸であったが、その後、ガラ

ス戸やサッシが使われるようになっている。そのほかの開口部は、一階、二階とも出格

子や平格子を使い、明治末期以降になると二階に肘掛窓も使われている。格子は古いも



 7 

のほど太く、長短を規則的に配置する親子格子とするが、格子の配列が多様である点も

鞆の町並み景観の特色となっている。 

集合的景観の特色は、棟高が不揃いな点である。狭い土地に家屋が密集する鞆では、

早くから二階の居室化が発生しており、17 世紀の町家でも背が高い特色がある。そこに

後から建てられる建物は、隣家の螻羽（けらば）を越えない習慣があったので、新しい

建物が古い建物よりも低くなる現象が発生している。そうでない場合や、大正期に二階

が高い町家が一般化することなどから、ダイナミックに変化する活気あるスカイライン

を形成している。 

このほか棟の位置を奥に寄せたり、奥行きが狭い所では片流れの屋根にしたりするな

ど家屋を大きく見せる傾向もある。道越町や西町の路地裏には貴重な江戸時代の裏長屋

も現存するが、裏長屋でさえ本瓦葺であるのも鞆らしいといえる。 

更に、明治期、大正期の建物や昭和初期の洒落た西洋的な近代建物が、近代港町の斬

新な文化を象徴するように建てられ、近世の建造物とよく調和している。 

浜蔵には、石積の基礎、海鼠壁、漆喰の白壁、本瓦葺の屋根、焼杉板や舟板貼りの壁

などが今も残っており、浜蔵が残る様子は、港町であった特徴がよく表れている。 

建築物と並んで景観を構成する工作物については、港町特有の工作物として西町から

道越町の港に沿って雁木・常夜燈・船繋石（この地域ではもやい石と呼ぶ。）等が集積さ

れ、他にも石垣、石碑、灯籠等が数多く残っている。石垣の積み方は、乱積、布積、谷

積、打込接、切込接を用いた積み方など多様である。これらの工作物は歴史的景観形成

の大きな要素となっている。 

 

（５）保存の方向 

潮待ち、風待ちの港町として古くから栄えた鞆で、先人が築き上げた伝統的町並みと

歴史的風致を未来に伝えるため、住民と行政など関係者が連携し、保存地区の伝統的建

造物を守り、併せて習俗、祭り、技術などの文化環境の保存と生活環境の向上を図り、

もって我が国の歴史的文化遺産として貴重な鞆の町並みを保全し、地域の未来を開くこ

とを目的とする。また、この保存整備を長期的に継続し、保存地区を地域住民はもとよ

り福山市民の誇りとする。 

 

（６）保存の内容 

古くから潮待ちの港として栄えた鞆には、中世に起源をもつ街区の上に近世の繁栄を

偲ばせる町家や浜蔵などの建築物、常夜燈や雁木などの港湾施設が残され、近代の多様

な建造物が混じりあうことで、我が国の港町の歴史を一望できる稀有な歴史的風致を形

成している。 

これらの伝統的建造物は、かけがえのない歴史遺産であることから、上記の特色を最

も良く備えた西町周辺地域を保存地区とし、保存地区内の伝統的建造物や環境物件は、

住民の理解と協力を得ながら修理及び復旧に努め、伝統的建造物以外の建築物や工作物

についても、伝統的建造物群と調和のとれる修景を行い、保存地区の歴史的風致を維持

していく。 
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同時に、保存地区内の生活環境の向上と、管理上必要な施設及び防災施設等の整備を

行い、歴史的風致を保全するための環境整備と併せて、新しい住民活動や町の活性化等

も図り、総合的な「まちづくり」を進めていく。 

 

３ 保存地区における伝統的建造物及び環境物件の特定 

（１）伝統的建造物 

保存地区内に所在する概ね昭和 30 年代までに建てられた建築物で、当地の伝統的な

建造物の特性を良く表し、その維持又は復原が可能と認められる町家、土蔵、社寺建築

等を「伝統的建造物（建築物）」として特定する。（別表１及び付図２） 

また、保存地区内に所在する概ね昭和 30 年代までに建てられた工作物で、伝統的な工

法によりその特性を良く表している門や塀、石造物、港湾施設等を「伝統的建造物（工

作物）」として特定する。（別表１、２及び付図２、３） 

 

（２）環境物件 

伝統的建造物群と一体をなして歴史的風致を形成する物件で、保存地区の歴史的風致

を保存するため、特に必要と認められる自然物や土地を環境物件として特定する。（現時

点では対象となる物件はなし。） 

 

４ 保存地区における建造物等の保存整備計画 

（１）保存整備の基本方針 

保存地区内の町並みを保全するために、許可基準（別表３）を設けて不適切な建設行

為を抑制するとともに、伝統的建造物や環境物件の修理に際しては修理基準（別表４）

を設けて適正な修理と復旧を行い、伝統的建造物以外の建築物や空地における新築、増

築、改築、移転等に際しては修景基準（別表５）を設けて適正な修景を誘導し、もって

歴史的風致の維持向上を図る。 

 

（２）保存整備の方法 

① 修理 

伝統的建造物及び環境物件として特定された物件は、下記を基本的な考え方とし、

別に定める修理基準（別表４）に従って修理又は復旧を行う。 

・修理は、原則として、道路やその他の公共の場所、公開が行なわれている土地や

建築物、保存地区やその周辺の高所（例：鞆城跡、大可島）等から望見できる伝

統的建造物の外観及び構造を対象とする。 

・伝統的建造物や環境物件を健全な状態に戻し、良好に維持するため、あらかじめ

破損状況とその原因、技法、変遷等について十分な調査と記録を行った上で、そ

の内容を工法、材料、意匠、仕上げ等に的確に反映した工事仕様とする。 

・伝統的建造物や環境物件を良好に維持していく上で必要と認められる場合には、

耐震補強等の防災性能を向上する措置を併せて図る。その際には、伝統的工法を

尊重し、主要な構造材及び外観への影響が最小限になるよう努める。 
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・伝統的建造物や環境物件としての特性が失われている場合には、痕跡や古写真等

の資料に基づき失われた特性の復原に努め、旧状が不明な場合には類例に基づき

整備する。類例には、保存地区内及びその周辺の年代や構造形式等が近い伝統的

な建造物を用いることとする。 

・構造材及び外観を構成する主要な部材、特性や変遷を示すその他の重要な部材等

については、できるだけ古材の再利用に努める。 

・市が所有し又は借り上げて公開する伝統的建造物については、内部の保存修理に

ついても併せて検討する。 

② 修景 

伝統的建造物以外の建造物や環境物件の新築、増築、改築、移転等においては、別

に定める修景基準（別表５）に合致させようとする場合には技術的・財政的な支援を

行い、歴史的町並み景観の向上に努める。 

 

５ 保存地区における建造物及び環境物件に係る助成措置等 

（１）建築物等の管理、修理、修景又は復旧に要する経費の助成 

保存条例第 11 条に基づく、保存地区内における建築物等及び環境物件の管理、修理、

修景又は復旧に要する経費の助成については、別に定める「福山市伝統的建造物群保存

地区保存事業補助金交付要綱」により行う。 

 

（２）技術的援助等 

保存地区内における建築物等の修理、修景又は復旧に対し、必要に応じて技術的支援

や資材提供等を行う。 

 

（３）税の軽減措置 

保存地区内の建造物及び土地について、固定資産税等の軽減措置を検討する。 

 

６ 保存地区の保存のために必要な管理施設の設置並びに環境の整備計画 

（１）保存及び活用に必要な施設等の整備 

① 管理・交流施設 

保存地区内に、伝統的建造物群保存地区の保存と活用を推進し、関係者の交流を促

進するための「町並み保存センター（仮称）」を設置し、町並みに関する情報の収集と

発信、来訪者への情報提供、修理や管理に関する相談窓口の設置等を行う。施設の管

理運営には市民の参加を積極的に求め、住民の自治活動や、文化活動、まちづくり活

動等の拠点施設としても有効に活用されるよう努める。 

  ② 公開施設 

鞆の町家の典型を示す市指定重要文化財「鞆の津の商家」の積極的な公開に努める。

また、市が所有するこれ以外の伝統的建造物についても、地域の歴史や伝統文化等の

学習の場として公開に努める。 

保存や活用に必要な土地又は建築物については、買上げや借上げ又は所有者からの
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寄附を通じて、公開・活用に努める。 

個人所有の伝統的建造物についても、行事の開催等において建物内部や庭園の公開

に協力が得られるよう働きかけ、またそのための枠組みづくりを検討する。 

 

③ 標識・説明板・案内板等 

歴史的風致との調和に配慮しつつ、標識や誘導板、説明板、案内板等を設置し、普

及啓発に努める。 

 

（２）防災対策 

  ① 防災計画 

保存地区は数多くの木造建築物で構成され、防火面と耐震面に課題がある。更に、

過去には高潮による浸水被害が生じており、高潮対策にも課題がある。火災、地震、

高潮を含む災害リスクにハード、ソフトの両面から的確に対応し、予防や被害軽減を

図ることができるよう、保存地区の総合的な防災計画を早期に策定する。 

  ② 防災事業 

防災計画に基づき、必要な警報設備、消火設備、貯水槽、防潮施設、排水設備等の

施設や設備を、歴史的風致との調和に配慮しつつ、設置又は改修する。また、既存の

防災施設や設備の点検整備に努める。 

保存地区内の市が所有する建築物等については、火災や地震等に対する脆弱性を検

討し、必要かつ適切な補強等の措置を施す。その際、伝統的建造物にあっては、その

特性を損なうことがないよう注意する。 

保存地区内の個人が所有する建築物等については、火災や地震等に対する脆弱性を

検討し、必要かつ適切な補強等の措置を施すよう働きかける。 

保存地区の住民その他の関係者が自助、共助による防災対策や避難対策の充実や強

化を図れるよう、ワークショップの開催やマニュアルの作成等により、防災意識の向

上と正しい情報や知識の共有を図る。また、自主防災組織の育成を支援すると共に、

防災演習の定期的な実施に努める。 

保存地区への来訪者の安全対策や避難対策の充実に努める。 

 

（３）公共空間の整備 

  ① 道路の整備 

保存地区の道路については、歴史的な形状や幅員の維持に努め、材質や色調に配慮

しながら、交通の円滑化と安全性の確保を図る。また、道路面について必要がある場

合には、伝統的建造物の維持に適した高さまで掘り下げることを検討する。車両の通

過交通量を抑制することを基本とし、保存地区内への観光客の車両の進入については

一部制限するなどの方策を検討する。 

  ② 駐車場の修景と整備 

既存の駐車場については、歴史的風致に調和するよう、修景基準に倣って周囲に調

和するよう塀や門等を整備する。新規に駐車場を設置する場合には、保存地区外を基
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本とし、歴史的な地割や景観、周辺の交通安全等に配慮した計画的な整備を図る。 

③ 景観阻害物の除去、環境整備   

電柱、架空電線等は、関連会社の協力を得て、地下埋設化等、町並み景観への配慮

に努める。 

 

（４）保存と活用のためのシステム整備 

保存地区の保存と活用を円滑に推進することができるよう、保存地区住民による保存

会の組織及び運営を支援すると共に、技術者や技能者、まちづくり関係団体等との協力

関係を構築し、その取組の支援に努める。 

また、保存地区の保存と活用に要する理念や知識、技術、技能等の発展と普及に努め

る。 

 

（５）歴史と文化を活かしたまちづくりの推進 

・保存地区の周辺地域については、地域住民の協力も得ながら歴史文化基本構想、景

観法や歴史まちづくり法等の制度の活用も図りつつ景観保全及び歴史的風致の向上

に努める。 

・保存地区の保存に関連し、外観や構造と共に、建物の内部まで一体的に保護を図る

ことが必要な歴史的に重要な建築物については、市指定重要文化財等、福山市文化

財保護条例（昭和 41 年条例第 100 号）による保護の措置に努める。 

・鞆のほとんどが、「鞆中世遺跡」として周知の埋蔵文化財包蔵地となっており、開発

計画の時点で、埋蔵文化財取扱いの協議が必要であることの周知に努める。 

 

７ 保存及び活用を推進するための方策 

（１）空き家対策 

空き家となった伝統的建造物の新たな居住者や利用者を確保するために、所有者と定

住あるいは活用希望者とのマッチングを支援するための事業の早期開始に努める。 

 

（２）伝統行事や文化の継承 

保存地区の保存と活用に密接に関わりながらも、社会の変化や世代交代の中で忘れ去

られつつある伝統行事や伝統文化の調査研究を促進し、その継承を支援する。 

 

（３）技術者・技能者の育成 

保存地区内の修理や修景の要望に適切に応えられるよう、保存技術や伝統技能を有す

る技術者や技能者の育成を急務とする。そのために、文化庁や広島県教育委員会等と協

議を行いつつ、必要な知識や技能が不足なく習得できる環境づくりに努める。 

 

 

 



改正履歴 

 

改正 2017 年（平成 29 年）12 月 26 日 教育委員会告示第 18 号  

改正 2018 年（平成 30 年）12 月 25 日 教育委員会告示第 18 号  

改正 2019 年（令和 元年）12 月 12 日 教育委員会告示第 23 号  

改正 2021 年（令和 ３年） ４月 27 日 教育委員会告示第 ９号  

改正 2021 年（令和 ３年） 12 月 １日 教育委員会告示第 18 号 

改正 2022 年（令和 ４年） 12 月 ６日 教育委員会告示第 15 号 

改正 2025 年（令和 ７年） 月  日 教育委員会告示第 号 
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伝統的建造物一覧（建築物・門・塀）

番号 保存計画番号 種別 員数 所　　　　　在　　　　　地

1 １－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２２

2 １－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２２

3 １－３ 門塀 1 福山市鞆町鞆字石井町４２２

4 ２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４３５－５

5 ３ 社殿 1 福山市鞆町鞆字石井町４２８

6 ４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２７－６

7 ５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２７－１

8 ６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２７－７

9 ７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３２－１

10 ８－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３０－１

11 ８－２ 土塀 1 福山市鞆町鞆字関町５３０－１

12 ９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５２８

13 １０－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５２７－１

14 １０－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５２７－１

15 １０－３ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町５２７－１

16 １１ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町５２７－３、４

17 １３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３８－４

18 １４ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町５３８－１

19 １５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－６

20 １６ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－６

21 １７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３６

22 １８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３５－１

23 １９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３４－５

24 ２０－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３４

25 ２０－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３４

26 ２０－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５３３

27 ２１－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－１

28 ２１－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－１

29 ２２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町５５６－２

30 ２４－１ 楼門 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－４

31 ２４－２ 楼門 1 福山市鞆町鞆字関町５５２－４

32 ２５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５９５

33 ２５－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５９４

34 ２５－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５９３、５９２

35 ２６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５９７

36 ２７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６００－２

37 ２８－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６００－１

38 ２８－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町６００－１

39 ３１－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６０４

40 ３１－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６０４

41 ３２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町６０４

42 ３３－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６０６

43 ３３－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町６０６

44 ３３－３ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町６０６

45 ３４－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６１２、６１３、６１４

46 ３４－２ 門塀 1 福山市鞆町鞆字関町６１２、６１３、６１４

47 ３５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６１５

48 ３５－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町６１５

49 ３６－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町６１７、６１８

50 ３６－２ 門塀 1 福山市鞆町鞆字関町６１７、６１８

51 ３７ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町５７２

52 ３８－１ 本堂 1 福山市鞆町鞆字関町５５１－１

53 ３８－２ 庫裏 1 福山市鞆町鞆字関町５５１－１

54 ３８－３ 山門 1 福山市鞆町鞆字関町５５１－１

55 ３９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２５－１

56 ４０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２５－２

57 ４１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字石井町４２６

58 ４２－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６１

59 ４２－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６１

60 ４３－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

別表 １



番号 保存計画番号 種別 員数 所　　　　　在　　　　　地

61 ４３－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

62 ４３－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

63 ４３－４ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

64 ４３－５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

65 ４３－６ 土塀 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

66 ４３－７ 土塀 1 福山市鞆町鞆字関町４６２－１

67 ４４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２４

68 ４５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２５

69 ４６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２６

70 ４７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２７

71 ４８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２８

72 ４９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－２９

73 ５０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町４６３－３６

74 ５２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５０７

75 ５５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６３９－２

76 ５５－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６３９－２

77 ５６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６９３、６９４、６９５、６９６

78 ５７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６７９

79 ５８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６９０

80 ５９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６８６、６８７

81 ６０－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６８３

82 ６０－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６８４

83 ６１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６７５

84 ６２－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６７０

85 ６２－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６７０

86 ６３－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７５７－１

87 ６３－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７５７－１

88 ６３－３ 土塀 1 福山市鞆町鞆字道越町７５７－１

89 ６３－４ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７５７-１、７５９-３

90 ６４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７５９－１

91 ６６ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字道越町７６４－１

92 ６８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７４８

93 ６９ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７４８

94 ７０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町７５１－１

95 ７１－１ 本堂 1 福山市鞆町鞆字古城跡２

96 ７１－２ 客殿 1 福山市鞆町鞆字古城跡２

97 ７１－３ 土塀 1 福山市鞆町鞆字古城跡２

98 ７１－４ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字古城跡２

99 ７２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町６４７

100 ７３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町６４８、６４９

101 ７４ 社殿 1 福山市鞆町鞆字西町６５２

102 ７５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町６５７

103 ７６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町６５８－１、２

104 ７８－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町６６７－１

105 ７８－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町６６７－１

106 ７８－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町６６７－１

107 ７９－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６６８

108 ７９－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字道越町６６８

109 ８０ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８１２－２

110 ８１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町５２５－１

111 ８２－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８０４－１

112 ８２－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８０５

113 ８２－３ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８０５

114 ８２－４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８０５

115 ８２－５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８０６

116 ８３－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８０８－１

117 ８３－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８０８－１

118 ８４－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８８３

119 ８４－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８８４

120 ８５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８７９－１



番号 保存計画番号 種別 員数 所　　　　　在　　　　　地

121 ８６－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８７７－１

122 ８６－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８７７－１

123 ８６－３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８７７－１

124 ８６－４ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８７７－１

125 ８７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８６９－１

126 ８８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８８７－２、３

127 ８９ 社殿 1 福山市鞆町鞆字西町８６８

128 ９０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８１２－６、７

129 ９１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８１５

130 ９２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８１６

131 ９３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８１７

132 ９４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８９５

133 ９５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８９４－３

134 ９６－１ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８９２

135 ９６－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８９２

136 ９７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８９６

137 ９８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８９８

138 ９９－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町９００－１

139 ９９－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町９００－１

140 ９９－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町９００－１

141 １００ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８６５

142 １０１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８６５

143 １０２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町９００－２

144 １０３ 社殿 1 福山市鞆町後地字古城後１３１８　

145 １０５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２１－１

146 １０５－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８２１－１

147 １０６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２２－２

148 １０７－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２２－１

149 １０７－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８２２－１

150 １０８－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２３

151 １０８－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２３

152 １０９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２４－１

153 １１０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２５

154 １１１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８２９

155 １１２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３１

156 １１３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３２

157 １１４－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町９０７

158 １１４－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町９０７

159 １１４－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町９０７

160 １１５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８５２

161 １１５－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８５２

162 １１７－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３８

163 １１７－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８３８

164 １１８－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３８

165 １１８－２ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８３９

166 １１９－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３７

167 １１９－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８３７

168 １１９－３ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８３７

169 １２０ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８３５、８４０

170 １２１ 社殿 1 福山市鞆町鞆字西町８６０

171 １２２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８５０－２、８５１

172 １２３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８５０－１

173 １２４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４９

174 １２５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４８

175 １２６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４８

176 １２７－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４６

177 １２７－２ 門屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４６

178 １２７－３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４６

179 １２７－４ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８４６、８４５－１、２

180 １２７－５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４６



番号 保存計画番号 種別 員数 所　　　　　在　　　　　地

181 １２７－６ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４５－１

182 １２８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４１－１

183 １２９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４１－２

184 １３０－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

185 １３０－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

186 １３０－３ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

187 １３０－４ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

188 １３０－５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

189 １３０－６ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

190 １３０－７ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

191 １３０－８ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

192 １３０－９ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

193 １３０－１０ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

194 １３０－１１ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８４２

195 １３１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４３－１

196 １３２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４３－１

197 １３３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４３－６

198 １３４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４３－６

199 １３５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４３－１

200 １３６－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４４－２

201 １３６－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４４－４

202 １３７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字西町８４４－２

203 １３８ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字西町８４４－１

204 １３９ 土塀 1 福山市鞆町鞆字西町８４４－１

205 １４０－１ 山門 1 福山市鞆町後地字古城跡１３２４

206 １４０－２ 土塀 1 福山市鞆町後地字古城跡１３２４

207 １４１ 社殿 1 福山市鞆町後地字古城跡１３１５

208 １４２－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９４３

209 １４２－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９４４

210 １４３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９４８

211 １４４－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５０－１

212 １４４－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５０－１

213 １４５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５０－３

214 １４５－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５１

215 １４６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５５

216 １４７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９５７－１

217 １４９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９６６

218 １５０ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９６７

219 １５１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９６９－１

220 １５２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７０

221 １５３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７５－１

222 １５４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７６－３

223 １５５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７７－３

224 １５６－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７８－１

225 １５６－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９７８－２

226 １５７ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９８０－２

227 １５８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９８３

228 １５９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９８５

229 １６０ 土塀 1 福山市鞆町鞆字江之浦９９１－２、９９２、９９３

230 １６１ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１０

231 １６２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦９０９

232 １６３ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１２－１

233 １６４－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１３－１

234 １６４－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１３－１

235 １６５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１４

236 １６６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１５

237 １６７－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１６

238 １６７－２ 附属屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９１６

239 １６８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９２０－１

240 １６９ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９２３



番号 保存計画番号 種別 員数 所　　　　　在　　　　　地

241 １７１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１００５－１

242 １７２ 社殿 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１０

243 １７３－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

244 １７３－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

245 １７３－３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

246 １７３－４ 門塀 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

247 １７３－５ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

248 １７３－６ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

249 １７３－７ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

250 １７３－８ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

251 １７３－９ 土塀 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０１３

252 １７４ 長屋門 1 福山市鞆町鞆字江之浦９２７－１

253 １７５－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０２４

254 １７５－２ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０２２

255 １７６ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９３６

256 １７７－１ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

257 １７７－２ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

258 １７７－３ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

259 １７７－４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

260 １７７－５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

261 １７７－６ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

262 １７７－７ 土蔵 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

263 １７７－８ 土塀 1 福山市鞆町鞆字江之浦１０４１

264 １７８ 主屋 1 福山市鞆町鞆字江之浦９９４

265 １７９ 主屋 1 福山市鞆町後地字古城跡１２７２－１

266 １８２ 主屋 1 福山市鞆町後地字草谷１２７０－２

267 １８３ 社殿 1 福山市鞆町後地字古城跡１３１３

268 １８４ 主屋 1 福山市鞆町鞆字道越町６８８、６８９

269 １８５ 主屋 1 福山市鞆町鞆字関町５８８

◆保存計画番号の整理の仕方
①同一敷地内（地番）の同一所有者の建物は枝番号とする。
　ただし、建物の所有者が異なる場合は番号を分ける。
②隣接する敷地で同一所有者の建物は枝番号とする（主屋・附属屋）
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伝統的建造物一覧（石造物・港湾施設等）

番号 保存計画番号 種別 種別詳細 員数 所在地 備　考

1 1 石垣 切込接、矢筈積 １所 福山市鞆町鞆５５０－２先 東浜（港）旧岸壁

2 ２－１ 石階 切石 １１級 福山市鞆町鞆５７０～５７１ 新四国第83番小堂前

3 ２－２ 石垣 １所 福山市鞆町鞆５７０～５７１ 新四国第84番小堂前

4 ２－３ 石碑 １基 福山市鞆町鞆５７０～５７１ 新四国第85番小堂前

5 ３ 石垣 打込接、谷積 １所 福山市鞆町鞆２、４ 対潮楼

6 ４－１ 石垣 打込接、布積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

7 ４－２ 石高欄 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

8 ４－３ 石垣 布積と谷積混在 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

9 ４－４ 石灯籠 ２５基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

10 ４－５ 五重石塔 １基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

11 ４－６ 石碑 １基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

12 ４－７ 台石 １基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

13 ４－８ 石碑 １基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

14 ４－９ 石碑 １基 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

15 ５－１ 石垣 打込接、谷積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

16 ５－２ 石垣 打込接、谷積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

17 ５－３ 石垣 打込接、布積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

18 ５－４ 石柵 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

19 ５－５ 石階 切石、延石 ９級 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

20 ５－６ 石垣 打込接、布積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

21 ５－７ 石垣 打込接、布積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

22 ５－８ 石垣 打込接、乱積 １所 福山市鞆町鞆２ 対潮楼

23 ６ 石碑 １基 福山市鞆町鞆６９８－２先 遊廓地入口

24 ７－１ 石階 切石、延石 ４級 福山市鞆町鞆６９８－２先 遊廓地入口石碑付近

25 ７－２ 石階 切石、延石 ２級 福山市鞆町鞆６９８－２先 遊廓地入口石碑付近

26 ７－３ 石階 切石、延石 ８級 福山市鞆町鞆６４３先 遊廓地入口石碑付近

27 ８－１ 雁木 ２２級 寄場脇

28 ８－２ 船繋石 四角柱 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

29 ８－３ 船繋石 円筒形 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

30 ８－４ 船繋石 円筒形 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

31 ８－５ 船繋石 円筒形 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

32 ８－６ 船繋石 円筒形 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

33 ８－７ 船繋石 円筒形 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

34 ８－８ 船繋石 四角柱 １基 福山市鞆町鞆８０３－４、１、５先 寄場脇

35 ９－１ 雁木 １８級 寄場

36 ９－２ 船繋石 円筒形 １基 寄場

37 ９－３ 船繋石 四角柱 １基 寄場

38 ９－４ 船繋石 円筒形 １基 寄場

39 ９－５ 船繋石 四角柱 １基 寄場

40 ９－６ 船繋石 円筒形 １基 寄場

41 ９－７ 船繋石 円筒形 １基 寄場

42 ９－８ 船繋石 四角柱 １基 寄場

43 １０－１ 基壇 切石、延石 １所 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

44 １０－２ 石玉垣 １構 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

45 １０－３ 石玉垣 １構 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

46 １０－４ 石狛犬 １対 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

47 １０－５ 石灯籠 １対 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

48 １０－６ 力石 ３個 福山市鞆町鞆８６８　 住吉（戎）神社

49 １１－１ 石玉垣 １構 福山市鞆町鞆８６０ 寄場西戎社

50 １１－２ 石狛犬 １対 福山市鞆町鞆８６０ 寄場西戎社

51 １１－３ 石灯籠 １基 福山市鞆町鞆８６０ 寄場西戎社

52 １２ 石垣 打込接、乱積 １所 福山市鞆町鞆８６４ 寄場西

53 １３－１ 石垣 打込接、乱積 １所 福山市鞆町鞆８４６ 太田家朝宗亭東

54 １３－２ 石垣 打込接、布積崩し １所 福山市鞆町鞆８４６ 太田家朝宗亭南

55 １３－３ 雁木 ４級 福山市鞆町鞆８４５－１、２ 太田家朝宗亭南石垣下

56 １４－１ 雁木 ２５級 常夜燈北脇

57 １４－２ 船繋石 円筒形 １基 常夜燈北脇

58 １４－３ 船繋石 円筒形 １基 常夜燈北脇

59 １４－４ 船繋石 円筒形 １基 常夜燈北脇

別表 ２



番号 保存計画番号 種別 種別詳細 員数 所在地 備　考

60 １４－５ 船繋石 円筒形 １基 常夜燈北脇

61 １５－１ 基壇 打込接、布積 １基 福山市鞆町鞆８４４－３ 鞆常夜燈

62 １５－２ 石燈籠 １基 福山市鞆町鞆８４４－３ 鞆常夜燈

63 １６－１ 雁木 切石 １９級 常夜燈西脇

64 １６－２ 船繋石 円筒形 １基 常夜燈西脇

65 １７ 石垣 打込接、布積崩し １所 福山市鞆町鞆８４４－１、４、２ 常夜燈西

66 １８ 石垣 打込接、谷積 １所 福山市鞆町後地１３１８ 稲荷神社前

67 １９ 百度石 １基 福山市鞆町後地１３１８ 稲荷神社

68 ２０－１ 石垣 １所 福山市鞆町後地甲１３１５ 地蔵院

69 ２０－２ 石垣 打込接、乱積 １所 福山市鞆町後地甲１３１５、浩１３２３－１、１３２４、１３２５ 地蔵院

70 ２０－３ 石垣 １所 福山市鞆町後地１３２５ 地蔵院

71 ２０－４ 石垣 打込接、乱積 １所 福山市鞆町後地１３２４ 地蔵院

72 ２０－５ 石垣 打込接、谷積 １所 福山市鞆町後地１３２４ 地蔵院

73 ２０－６ 石階 切石、延石 ２６級 福山市鞆町後地１３２４ 地蔵院

74 ２０－７ 石垣 打込接、谷積及び乱積 １所 福山市鞆町後地１３２４ 地蔵院

75 ２０－８ 石垣 間知石、谷積 １所 福山市鞆町後地１３２４ 地蔵院

76 ２１－１ 井戸枠 切石、延石、六角形 １基 福山市鞆町後地１２７１ 江之浦町北井戸水神

77 ２１－２ 石祠 寄棟造、軒唐破風付 １基 福山市鞆町後地１２７１ 江之浦町北井戸

78 ２２ 石碑 １基 福山市鞆町後地１２７１ 祇園道道標

79 ２３ 石碑 １基 福山市鞆町鞆９３０先 遍路道道標

80 ２４ 石碑 １基 福山市鞆町鞆９７９先 清正公尊儀兼道標

81 ２５ 石鳥居 明神鳥居 １基 福山市鞆町鞆１０１０ 桐嶋稲荷社

82 ２６ 石灯籠 １基 福山市鞆町鞆９３０先 江之浦町戎神社旧地

83 ２７ 石地蔵 １躯 福山市鞆町鞆１０２６－２、１０２７先 江之浦南町

84 ２８ 石畳 切石 １所 福山市鞆町鞆１０４１先 医王寺参道一部

85 ２９ 庭石 １所 福山市鞆町鞆５１６ 申明亭庭園
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伝統的建造物以外の建築物等の許可基準（助成対象外） 

建 

築 

物 

敷地割り 現状の維持を原則とする。 

位 置 

規 模 
伝統的町並みとしての一体性と連続性を著しく損なわないものとする。 

構 造 
原則として木造とする。ただし、用途等によりやむを得ず他の構造とする場合は、

外部意匠を考慮し、伝統的町並みとの調和を図る。 

階 数 

高 さ 

原則、2階建て以下とする。 

軒高は周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

屋 
 

根 

形 式 原則として切妻平入とする。ただし、角地は入母屋造とする。 

勾 配 原則として周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

材 料 原則として本瓦又は桟瓦とする。 

色 彩 いぶし銀又はそれに類するものとする。 

軒 原則として周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

樋 原則として周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

外 壁 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

開 口 位置及び形態、仕上げは、歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

色 彩 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

基 礎 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

設備機器等 
原則として通りから見えないような配置・形状とする。ただし、やむを得ない場

合は、歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

工
作
物 

門・塀 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

石垣・雁木等 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

屋外広告物 歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

車庫・駐車場 

駐車場を設ける場合は、原則として塀や垣等を設けるなどして、外部から見えな

いようにし、歴史的風致を著しく損なわないものとする。また、車庫の場合は、建

築物の許可基準に従うものとする。 

土地の形質の 

変更 

変更後の状態が歴史的風致を著しく損なわないものとする。空き地が生じた場合

は、歴史的風致を著しく損なわないよう、管理運用を図る。 

木竹の 

伐採・植樹 
伐採・植樹後の状態が歴史的風致を著しく損なわないものとする。 

土石類の 

採取 
採取後の状態が歴史的風致を著しく損なわないものとする。 
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伝統的建造物の修理基準（助成対象） 

建 

築 

物 

敷地割り 

建築物の履歴を調査の上、原則として現状維持又は復原修理とする。 

位 置 

規 模 

構 造 

階 数 

高 さ 

屋 
 

根 

形 式 

勾 配 

材 料 

色 彩 

軒 

樋 

外 壁 

開 口 

色 彩 

基 礎 

設備機器等 

原則として、設備機器等は通常望見できない場所に設置する。ただし、やむを得

ない場合は、周囲の伝統的建造物と調和する仕上げ・着色等を施すか、木製木格子

で覆う等により外観上目立たないようにする。 

工
作
物 

門・塀 
履歴を調査の上、現状維持又は復原修理とする。 

石垣・雁木等 

屋外広告物 
屋外広告物は必要最小限とし、周囲の伝統的町並みに調和したものとする。自家

用以外の広告物は設けない。 
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伝統的建造物以外の建築物等の修景基準（助成対象） 

建 

築 

物 

敷地割り 現状の維持を原則とする。 

位 置 

規 模 

通りに面する建築物は、通り側の壁面を伝統的町並みの壁面線に揃えて周辺の伝

統的建造物との調和を図る。 

空地部分の道路境界側には、伝統的町並みの壁面線に則した塀等を設ける。 

2階壁面を 1階壁面よりも下げる場合には、半間までとする。 

構 造 在来木造構法とする。 

階 数 

高 さ 

外観 2階建て以下とする。 

軒高は周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

屋 
 

根 

形 式 切妻平入とする。ただし、角地は入母屋造とする。 

勾 配 周辺の伝統的建造物との調和を図る。 

材 料 本瓦又は桟瓦とし、桟瓦の場合には鎬のある古形のものとする。 

色 彩 いぶし銀とする。 

軒 軒高及び軒の出は、周辺の伝統的建造物と揃える。 

樋 銅製又はこれに類するものとする。 

外 壁 
原則、白又は灰漆喰仕上げとする。板張りを施す場合には、縦板張り等とし、周

辺の伝統的建造物との調和を図る。 

開 口 建具は木製を原則とし、その位置及び形態は伝統的な形式にならったものとする。 

色 彩 周囲の伝統的建造物と調和したものとする。 

基 礎 周囲の伝統的建造物と調和したものとする。 

設備機器等 
原則として通りから見えないような配置・形状とする。ただし、やむを得ない場

合は、周囲の伝統的建造物と調和したものとする。 

工
作
物 

門・塀 
伝統的建造物群の特性をもったものとする。（塀は板塀か土塀の屋根付き又はそれ

に類するもの、門扉は原則として木製） 

石垣・雁木等 花崗岩又はこれに類するものとし、積み方は伝統的手法を損なわないようにする。 

屋外広告物 
掲出数は必要最小限とし、規模・位置・色彩等については、周囲の景観に調和し

たものとし、自家用以外の広告物は設けない。 
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